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Ideas of Individuality according to the Philosophy of 
Diesterweg, Wichern and Herbart
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Abstract
　　Diesterweg considers cultural character building as an essential 
factor. Wichern considers Christian character building as an essential 
factor. Herbart considers moral character building as an essential factor. 
Namely they commonly regard character building as a universal matter 
of education.
　　Although they consider individuality for natural peculiarity of 
personality, development of individuality is not a universal matter of 
education for them.
　　Ultimately, they believe that individuality is not the main factor in 
character building.
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デ
ィ
ー
ス
タ
ー
ヴ
ェ
ー
ク
、
ヴ
ィ
へ
ル
ン
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の 

教
育
思
想
に
み
る
個
性
論

大　

西　

勝　

也

は
じ
め
に

　

小
論
は
、
一
九
世
紀
前
半
に
ド
イ
ツ
で
活
躍
し
た
三
人
の
高
名
な
教
育
家
、
Ａ
・
Ｗ
・
デ
ィ
ー
ス
タ
ー
ヴ
ェ
ー
ク
（
一
七
九
〇

│
一
八
六
六
）、
Ｊ
・
Ｈ
・
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
（
一
八
一
一
│
一
八
八
一
）、
Ｊ
・
Ｆ
・
ヘ
ル
バ
ル
ト
（
一
七
七
六
│
一
八
四
一
）
の
そ

れ
ぞ
れ
の
教
育
思
想
に
お
け
る
個
性
論
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
理
論
的
に
ど
の
よ
う
な

異
同
が
あ
る
の
か
を
呈
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

デ
ィ
ー
ス
タ
ー
ヴ
ェ
ー
ク
は
、
ド
イ
ツ
教
員
養
成
の
父
と
言
わ
れ
、
人
間
の
自
律
に
向
け
て
の
国
民
教
育
の
普
及
に
向
け
て
、

教
員
養
成
の
充
実
に
取
り
組
ん
だ
人
物
で
あ
る
。
主
著
に
「
ド
イ
ツ
の
教
師
に
寄
せ
る
教
授
指
針
」（
一
八
三
五
）
が
あ
る
。

　

ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
は
、
不
良
児
の
更
正
の
た
め
の
教
育
施
設
「
ラ
ウ
エ
ス
・
ハ
ウ
ス
」
を
設
立
し
（
一
八
三
三
）、
青
少
年
教
育
に

尽
力
し
、
ま
た
、
ド
イ
ツ
全
土
に
キ
リ
ス
ト
教
社
会
教
育
と
慈
善
事
業
を
展
開
し
た
人
物
で
あ
る
。
教
育
に
関
す
る
主
な
著
作
は
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「
ラ
オ
エ
ス
・
ハ
ウ
ス
の
公
開
的
創
設
」（
一
八
三
三
）、「
ラ
オ
エ
ス
・
ハ
ウ
ス
の
教
育
」（
一
八
四
一
│
一
八
四
五
）、「
キ
リ
ス

ト
教
の
教
育
と
教
授
」（
一
八
四
五
│
一
八
四
六
）、「
ド
イ
ツ
福
音
協
会
の
国
内
伝
道
」（
一
八
四
九
）、「
労
働
へ
の
教
育
」（
一

八
六
七
）、「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
教
育
の
家
と
し
て
の
救
護
施
設
」（
一
八
六
八
）
が
あ
る
。

　

ヘ
ル
バ
ル
ト
は
、
歴
史
上
、
初
め
て
、
体
系
的
な
教
育
学
を
構
築
し
、
ま
た
、
段
階
的
教
授
理
論
（
四
段
階
教
授
法
）
を
提
唱

し
た
人
物
で
あ
る
。
主
著
に
「
一
般
教
育
学
」（
一
八
〇
六
）、「
教
育
学
綱
要
」（
一
八
三
五
）
が
あ
る
。

　

三
人
と
も
、
教
育
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
無
い
が
、
目
指
す
方
向
性
は
相
違
し
て
い
る
。

デ
ィ
ー
ス
タ
ー
ヴ
ェ
ー
ク
と
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
は
教
育
実
践
家
で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、
デ
ィ
ー
ス
タ
ー
ヴ
ェ
ー
ク
が

世
俗
的
な
一
般
人
間
陶
冶
を
学
校
教
育
の
領
域
で
進
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
に
対
し
て
、
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
は
正
統
主
義
キ
リ
ス
ト

教
教
育
を
推
進
す
る
教
会
を
基
盤
に
し
た
社
会
教
育
を
目
指
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
二
人
は
教
育
の
在
り
方
を
め
ぐ
っ
て

対
立
関
係
に
あ
っ
た
。
ヘ
ル
バ
ル
ト
は
、
デ
ィ
ー
ス
タ
ー
ヴ
ェ
ー
ク
や
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
と
は
異
な
り
、
教
育
実
践
家
で
は
な
か
っ
た
。

ヘ
ル
バ
ル
ト
は
教
育
の
体
系
的
理
論
の
精
緻
化
を
目
指
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
相
互
に
異
な
る
三
人
が
教
育
的
思
惟
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
個
性
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

Ⅰ　
デ
ィ
ー
ス
タ
ー
ヴ
ェ
ー
ク
の
個
性
論

　

デ
ィ
ー
ス
タ
ー
ヴ
ェ
ー
ク
は
、「
人
間
の
自
然
の
個
性
」
を
「
生
得
的
な
そ
の
存
在
の
独
自
性）1
（

」
と
捉
え
る
。
つ
ま
り
、
自
然
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的
独
自
性
を
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、
も
う
一
方
で
、
デ
ィ
ー
ス
タ
ー
ヴ
ェ
ー
ク
は
次
の
よ
う
に
言
う
。「
個
性
の
本
質
と
は
、

強
固
な
品
性
（ein fester Charakter

）
で
あ
る）2
（

」
と
。「
強
固
な
品
性
」
の
特
徴
と
は
「
主
観
的
な
も
の
を
客
観
的
な
も
の
に

従
わ
せ
、
捧
げ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
こ
と
」
で
あ
る）3
（

。
こ
の
「
強
固
な
品
性
」
は
自
然
的
独
自
性
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
デ
ィ
ー
ス
タ
ー
ヴ
ェ
ー
ク
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
主
観
的
な
も
の
」
と
「
客
観
的
な
も
の
」
を
理

解
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

デ
ィ
ー
ス
タ
ー
ヴ
ェ
ー
ク
に
よ
る
と
、
教
育
お
よ
び
陶
冶
の
至
上
原
理
は
、「
真
・
美
・
善
に
奉
仕
す
る
自
己
活
動
」
で
あ
る）4
（

。

こ
の
原
理
は
、「
自
己
活
動
と
い
う
形
式
的
＝
主
観
的
な
要
素
と
真
・
美
・
善
と
い
う
内
容
的
＝
客
観
的
な
要
素
と
を
包
含
し
て

い
る）5
（

」。
こ
れ
を
受
け
て
、「
教
育
の
主
観
的
な
根
本
原
理
」
は
、「
自
己
活
動
の
能
力
を
陶
冶
す
る
と
い
う
こ
と
」
で
あ
る
が
、

し
か
し
、「
自
己
活
動
は
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
、
お
よ
そ
何
の
意
味
も
な
い
。
そ
こ
で
、
人
間
生
活
の
目
標
点
と
し
て
、
し
た

が
っ
て
ま
た
教
育
の
客
観
的
な
根
本
原
理
と
し
て
、
真
・
美
・
善
の
理
念
が
ど
う
し
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

く
な
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
自
己
活
動
的
な
認
識
は
真
に
向
か
っ
て
、
自
己
活
動
的
な
心
情
は
美
に
向
か
っ
て
、
自
己
活
動

的
な
意
志
力
は
善
に
向
か
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
導
か
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
し
か
る
の
ち
に
自
律
的
に
、
真
・
美
・
善
を
求
め
て
努
力

す
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る）6
（

」。
教
育
は
、
自
己
活
動
を
対
象
と
し
て
の
真
・
美
・
善
に
向
け
て
導
き
、
自
律
的
に
「
真
・

美
・
善
に
奉
仕
す
る
自
己
活
動
」
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
真
・
美
・
善
に
奉
仕
す
る
自
己
活
動
が
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
主

観
的
な
も
の
（
＝
自
己
活
動
）
を
客
観
的
な
も
の
（
＝
真
・
美
・
善
）
に
従
属
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
強
固
な
品
性
を

有
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
デ
ィ
ー
ス
タ
ー
ヴ
ェ
ー
ク
に
お
い
て
、
強
固
な
品
性
を
本
質
と
す
る
個

性
を
形
成
す
る
こ
と
が
教
育
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
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し
か
し
、
そ
れ
は
、
自
然
的
独
自
性
と
し
て
の
個
性
で
は
な
く
、
教
育
・
陶
冶
に
よ
り
、
真
・
美
・
善
と
い
う
文
化
と
い
う
客

観
的
な
も
の
を
目
標
点
と
す
る
文
化
的
な
普
遍
的
個
性
、
即
ち
、
す
べ
て
の
個
々
の
人
間
の
独
自
性
を
超
え
て
共
通
す
る
資
質
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
普
遍
的
個
性
は
自
律
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
形
成
さ
れ
る
の
は
教
育
・
陶
冶
の
手
を
借
り
る
こ

と
に
よ
っ
て
の
み
で
あ
る
。
デ
ィ
ー
ス
タ
ー
ヴ
ェ
ー
ク
の
教
育
・
陶
冶
理
念
は
す
べ
て
の
人
間
に
と
っ
て
の
人
生
課
題
で
あ
り
、

個
性
の
自
然
的
独
自
性
に
よ
っ
て
教
育
・
陶
冶
が
左
右
さ
れ
る
話
で
は
な
い
。
教
育
に
よ
り
そ
の
形
成
が
目
指
さ
れ
る
個
性
は
、

普
遍
的
・
理
念
的
・
叡
知
的
・
文
化
的
な
も
の
と
し
て
す
べ
て
の
人
間
に
体
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

際
、
普
遍
な
る
も
の
と
し
て
の
個
性
が
形
成
さ
れ
る
た
め
に
、
自
然
的
独
自
性
で
あ
る
特
殊
な
る
も
の
と
し
て
の
個
性
へ
の
配
慮

や
尊
重
に
つ
い
て
教
育
手
段
・
教
育
方
法
の
視
野
か
ら
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

Ⅱ　
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
の
個
性
論

　

ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
力
を
注
い
だ
人
で
あ
り
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
論
を
展
開
す
る
中
で
個
性
に
つ
い
て

言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
同
時
に
、
人
格
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
に
お
い
て
個
性
と
人
格
は
相
互
不
離

の
概
念
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
は
言
う
。「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
は
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
に
お
い
て
、
そ
の
人
格
と
個
性
に
応
じ

て
子
ど
も
を
扱
う）7
（

」。
そ
れ
は
、
教
育
に
お
け
る
個
人
の
人
格
と
個
性
へ
の
尊
重
の
姿
勢
に
基
づ
い
て
い
る
。
ま
ず
、
人
格
に
つ

い
て
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
は
、「
人
格
は
教
育
者
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い）8
（

」
と
言
う
の
だ
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
文

脈
で
（
理
由
で
）
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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「
な
ぜ
な
ら
、
人
格
は
、
人
間
が
有
す
る
価
値
を
人
間
に
与
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
・
・
・
キ
リ
ス
ト
教
教
育
は
、
一
人
一

人
の
子
ど
も
を
聖
な
る
も
の
と
し
て
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
子
ど
も
は
、
子
ど
も
本
人
の
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
他
人
の

も
の
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
教
育
者
の
も
の
で
も
な
い
。
子
ど
も
は
、
創
造
者
で
あ
り
、
救
済
者
で
も
あ
る
神
の
所
有
物
で

あ
る
。
だ
か
ら
、
教
育
者
が
子
ど
も
を
恣
意
的
に
扱
う
権
限
な
ど
と
い
う
も
の
は
元
々
な
い
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
教
育
は
、

教
育
方
法
す
べ
て
を
神
の
意
志
に
よ
る
訓
育
に
委
ね
な
く
て
は
な
ら
な
い）9
（

」。
子
ど
も
の
人
格
が
神
の
被
造
物
で
あ
る
以
上
、
子

ど
も
の
人
格
を
尊
重
す
る
こ
と
が
神
の
意
志
に
か
な
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
子
ど
も
の
人
格
を
尊
重
す
る
こ
と
の
内
実
は
、
神

の
意
志
に
よ
る
訓
育
に
し
た
が
っ
て
教
育
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
行
う
教
育
者
の
当
然
の
使
命
で
あ

る
。
こ
の
原
則
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
当
然
の
帰
結
と
な
る
。
人
格
の
尊
重
は
、
神
の
意
志
に
よ
る

訓
育
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
枠
組
み
の
中
で
担
保
さ
れ
る
、
と
い
う
の
が
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
の
認
識
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
キ

リ
ス
ト
教
的
人
間
理
解
に
基
づ
く
教
育
認
識
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
個
性
に
つ
い
て
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
は
ど
う
考
え
る
の
か
。
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
に
と
っ
て
、
個
性
と
は
「
そ
の
中
で
人
格
が
現

れ
る
と
こ
ろ
の
特
殊
な
形
態
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
格
が
具
体
的
に
現
れ
た
形
態
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
現
実
的
、
具
体
的

に
言
う
と
、
人
格
を
尊
重
す
る
と
は
個
性
を
尊
重
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
は
続
け
て
言
う
。「
一
人
一

人
の
人
間
は
、
そ
の
個
性
に
よ
っ
て
、
他
の
す
べ
て
の
人
間
と
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
個
性
を
通
し
て
人
間
は
特
定
の
人
間
と

な
り
、
他
の
人
間
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
・
・
・
個
性
は
、
身
体
的
お
よ
び
精
神
的
な
諸
々
の
能
力
が
様
々
に
混
じ
り
合
っ

た
、
も
し
く
は
、
双
方
の
能
力
が
関
わ
り
合
っ
た
と
こ
ろ
に
み
て
と
ら
れ
る）10
（

」。
心
身
両
面
に
ま
た
が
っ
た
形
で
人
間
の
諸
能
力

が
発
揮
さ
れ
、
そ
こ
に
そ
の
人
な
り
の
独
自
性
、
つ
ま
り
、
個
性
を
み
い
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
が
、
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
が
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「
人
格
の
特
殊
形
態
」
を
構
成
す
る
要
因
の
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、「
気
質
（T

em
peram

ent

）」、「
素
質
（A

n-

lage
）」、
そ
し
て
、「
品
性
（Charakter

）」
で
あ
る
。
古
代
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
ガ
レ
ノ
ス
に
由
来
す
る
気
質
の
四
類
型
を
、

カ
ン
ト
（「
人
間
学
」）
同
様
に
、
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
も
引
き
継
い
で
い
る
（「
粘
着
気
質
」、「
胆
汁
気
質
」、「
快
楽
気
質
」、「
憂
鬱
気

質
）
11
（

」）。
素
質
は
、
そ
の
レ
ベ
ル
が
、
低
次
、
高
次
、
最
高
次
の
三
段
階
に
区
分
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
能
力
（Fähigkeit

）」
↓

「
才
能
（T

alent
）」
↓
「
天
才
（Genie

）」
と
い
う
区
分
で
あ
る
。（
能
力
は
、
万
人
が
有
す
る
素
質
と
考
え
る
。）
そ
し
て
、
ヴ

ィ
ヘ
ル
ン
に
よ
れ
ば
、「
素
質
は
す
べ
て
天
分
な
の
で
あ
る）12
（

」。
つ
ま
り
、
気
質
も
素
質
も
天
性
の
、
つ
ま
り
、
自
然
的
形
態
と
さ

れ
る
。
こ
こ
で
、
確
か
に
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
は
気
質
や
素
質
と
い
っ
た
人
間
の
自
然
的
形
態
に
現
実
的
な
相
違
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
認

め
て
い
る
の
だ
が
、
人
間
の
価
値
は
そ
う
し
た
相
違
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
と
す
る
。「
才
能
は
、
神
の
前
で
は
最
も
無
能

な
も
の
と
し
て
の
価
値
し
か
な
い
。
・
・
・
あ
ら
ゆ
る
能
力
を
備
え
た
天
才
で
あ
っ
て
も
神
の
前
で
は
い
さ
さ
か
の
価
値
も
な

い
。
・
・
・
神
の
律
法
で
は
気
質
に
よ
っ
て
人
間
の
価
値
に
差
が
つ
く
な
ど
と
い
う
話
は
あ
り
え
な
い
。
倫
理
的
価
値
評
価
は
愛

以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
つ
ま
り
、
神
の
愛
に
基
づ
く
神
の
掟
に
対
し
て
人
間
の
人
格
が
い
か
な
る
態
度
を
と
る
か
に
よ
っ
て
、

人
間
の
倫
理
的
価
値
が
決
ま
る
の
で
あ
る）13
（

」。

　

こ
う
し
て
み
て
み
る
と
、
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
に
お
い
て
、
生
来
の
人
格
と
そ
の
「
特
殊
形
態
」
と
し
て
の
個
性
、
つ
ま
り
、
自
然
的

独
自
性
へ
の
尊
重
は
、
教
育
方
法
・
手
段
の
視
野
に
入
れ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
自
然
的
独
自
性
で
あ
る
個
性
の
形
成
や
発
達
が
教

育
目
的
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
教
育
目
的
に
な
る
の
は
、
神
の
訓
育
に
よ
り
「
キ
リ
ス
ト
教
的
品
性
」
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

品
性
は
、
人
格
の
特
殊
形
態
の
一
つ
と
し
て
す
で
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
生
来
の
自
然
の
品
性
が
キ
リ
ス
ト
教
的
品
性
に
変
え

ら
れ
る
こ
と
が
教
育
の
目
的
な
の
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
的
品
性
」
と
は
何
な
の
か
。
そ
の
前
に
、
個
性
を
構
成
す
る
要
因
の
一
つ
、
品
性
に
つ
い
て
の
ヴ

ィ
ヘ
ル
ン
の
定
義
を
彼
の
次
の
言
葉
で
確
認
し
て
お
く
。「
人
間
の
意
志
（
＝
人
間
の
人
格
）
が
神
の
意
志
（
＝
神
の
人
格
）
と

の
関
係
に
お
い
て
有
す
る
独
自
の
特
質
が
品
性
で
あ
る
。」「
人
間
一
人
一
人
が
品
性
を
有
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
間
一
人
一
人

の
意
志
の
、
神
の
意
志
に
対
す
る
根
本
的
関
係
は
、
そ
の
つ
ど
自
分
の
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
契
機
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
形
で
は
っ

き
り
と
現
れ
て
い
る
。
・
・
・
い
ろ
い
ろ
な
個
性
に
応
じ
て
キ
リ
ス
ト
教
的
品
性
も
、
ま
た
、
世
界
の
諸
関
係
に
よ
っ
て
多
様
に

形
成
さ
れ
る）14
（

」。
要
す
る
に
、
品
性
と
は
、
人
間
の
意
志
（
人
格
）
の
神
の
意
志
（
人
格
）
に
対
す
る
関
係
の
在
り
方
を
指
し
て

い
る
。
実
際
、
人
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
気
質
や
能
力
、
そ
し
て
、
自
分
を
取
り
巻
く
諸
事
情
に
よ
り
、
神
に
対
す
る
関
わ
り
方
に

は
い
ろ
い
ろ
な
形
態
が
考
え
ら
れ
、
多
様
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
し
か
し
、
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
は
、
そ
の
多
様
さ
と
い
う
現
象

の
根
底
に
は
、
人
間
す
べ
て
に
お
い
て
神
の
意
志
（
人
格
）
へ
の
従
属
と
い
う
本
質
が
共
通
し
て
あ
る
べ
き
、
と
考
え
て
い
る
。

神
の
意
志
（
人
格
）
へ
の
従
属
こ
そ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
に
と
っ
て
、
真
の
品
性
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
「
キ
リ
ス
ト
教
的
品
性
」
な
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
教
育
は
、
そ
の
教
育
を
受
け
る
者
す
べ
て
に
、
こ
の
品
性
が
形

成
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
。
品
性
は
、
個
性
の
要
因
の
一
つ
と
さ
れ
な
が
ら
、
気
質
や
能
力
の
よ
う
な
自
然
的
独
自
性
や
世
界
の

諸
事
情
に
影
響
さ
れ
、
現
象
面
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
品
性
が
独
自
性
を
呈
す
る
が
、
そ
れ
は
自
然
的
独
自
性
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
、
そ
の
本
質
は
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
現
象
面
で
の
品
性
の
多
様
性
を
貫
い
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
品
性
と
は
、
本
質

的
に
自
然
を
超
え
た
神
へ
の
信
仰
の
意
志
を
表
す
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
個
性
を
支
配
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
に
よ
れ
ば
、
品
性
に
は
、
大
別
し
て
二
つ
あ
り
、
一
つ
が
「
キ
リ
ス
ト
教
的
品
性
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
「
非

キ
リ
ス
ト
教
的
品
性
」
で
あ
る
。「
キ
リ
ス
ト
教
的
品
性
」
に
つ
い
て
、
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
キ
リ
ス
ト
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教
的
品
性
と
は
、
キ
リ
ス
ト
を
自
ら
の
内
に
入
れ
た
人
格
、
す
な
わ
ち
、
神
の
愛
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ
、
新
た
に
さ
れ
た
人
格
を

指
し
て
い
る
。
諸
々
の
キ
リ
ス
ト
教
的
品
性
は
、
根
本
に
お
い
て
す
べ
て
同
じ
で
あ
る
。
同
じ
と
い
う
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
キ
リ
ス

ト
教
的
品
性
が
、
キ
リ
ス
ト
と
い
う
救
済
者
に
よ
っ
て
神
の
似
姿
を
回
復
し
た
人
格
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る）15
（

」。
キ
リ
ス
ト

者
、
換
言
す
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
者
の
人
格
は
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
品
性
の
完
成
を
目
指
し
て
努
力
し
続
け
る
こ
と
を
自
ら
の
人

生
の
使
命
と
す
る
。
そ
の
努
力
と
は
、
自
分
の
個
性
を
キ
リ
ス
ト
の
人
格
に
従
属
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
努
力
は
一
生
涯
続
く
。
自
然
的
存
在
で
あ
る
人
間
（
人
格
）
は
、
キ
リ
ス
ト
に
つ
き
従
う
こ
と
を
完
全
に
は
体
現
で
き
な
い

弱
さ
を
有
し
て
い
る
た
め
、
一
生
、
努
力
し
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
完
全
で
な
い
故
に
、
一
生
、
キ
リ
ス
ト
教
的
品
性
の
完

成
が
人
生
の
努
力
目
標
で
あ
り
続
け
、
キ
リ
ス
ト
か
ら
離
反
し
た
人
格
で
あ
る
非
キ
リ
ス
ト
教
的
品
性
が
現
実
態
と
し
て
あ
り
続

け
る
。
一
人
の
人
格
の
中
に
、
キ
リ
ス
ト
教
的
品
性
と
非
キ
リ
ス
ト
教
的
品
性
が
同
居
し
続
け
る
の
で
あ
る
。「
内
面
に
お
け
る

キ
リ
ス
ト
者
の
品
性
の
使
命
は
、
個
性
を
克
服
し
、
個
性
を
救
済
者
の
人
格
に
従
属
さ
せ
、
そ
れ
で
も
っ
て
、
救
済
者
の
生
命
を

自
分
の
人
格
の
中
に
流
し
込
ま
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
世
の
中
に
お
い
て
、
人
格
に
敵
対
す
る
も
の
が
あ
り
続
け
、
・
・
・
人

格
が
ま
だ
完
成
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
的
品
性
は
現
実
的
な
品
性
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
・
・
・
キ
リ

ス
ト
教
的
人
格
は
、
そ
の
品
性
を
キ
リ
ス
ト
の
人
格
の
内
に
完
成
し
、
そ
し
て
、
見
る
と
い
う
希
望
が
成
就
さ
れ
る
ま
で
、
人
格

の
内
に
は
自
然
的
本
性
が
ま
だ
同
伴
者
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
的
品
性
の
敵
と
し
て
生
き
続
け
、
キ
リ
ス
ト
の
内
に
自
分
の
勝
利
を

確
信
し
て
い
る
変
動
と
闘
い
を
引
き
起
こ
す
の
で
あ
る）16
（

」。

　

ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
に
お
い
て
、
多
様
な
自
然
的
個
性
（
能
力
や
気
質
）
は
、
教
育
方
法
上
の
考
慮
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
る
が
、
主

眼
は
、
自
然
的
個
性
を
超
え
た
、
自
然
的
個
性
を
自
ら
に
従
属
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
人
格
、
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
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教
的
品
性
の
形
成
と
い
う
教
育
・
陶
冶
理
念
、
教
育
・
陶
冶
目
的
で
あ
る
。
こ
の
教
育
・
陶
冶
理
念
は
す
べ
て
の
人
間
に
と
っ
て

の
人
生
課
題
で
あ
り
、
個
性
の
自
然
的
独
自
性
に
よ
っ
て
教
育
・
陶
冶
が
左
右
さ
れ
る
と
い
う
話
で
は
な
い
。

Ⅲ　
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
個
性
論

　

ヘ
ル
バ
ル
ト
は
、
い
ろ
い
ろ
な
個
性
が
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
に
役
立
つ
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
教
育
に
お
い
て
個
性
を
で
き
る

だ
け
そ
こ
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
伸
ば
す
と
い
う
意
味
で
の
個
性
尊
重
は
し
て
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
、
い
ろ

い
ろ
な
仕
事
の
た
め
に
、
個
性
に
応
じ
て
準
備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
人
間
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
都
合
の
よ
い
こ
と
で
あ

る
か
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
ま
た
、
若
い
人
の
個
性
は
教
育
者
の
努
力
に
よ
っ
て
次
第
に
あ
ら
わ
に
さ
れ
る
。
も
し
そ
の

個
性
が
、
教
育
者
の
努
力
に
決
し
て
逆
ら
う
こ
と
な
く
、
あ
る
い
は
ま
た
、
間
違
っ
た
方
向
を
も
っ
て
教
育
者
の
努
力
に
対
抗
し
、

そ
こ
か
ら
生
徒
に
と
っ
て
も
教
育
者
に
と
っ
て
も
適
切
で
な
い
何
が
第
三
の
も
の
が
、
出
て
く
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
な
ら
、
大

変
結
構
な
こ
と
だ
。
・
・
・
教
育
の
目
的
に
関
し
て
あ
る
精
神
的
な
条
件
が
生
じ
る
。
・
・
・
そ
れ
は
・
・
・
個
性
を
で
き
る
だ

け
損
な
わ
な
い
で
お
く
こ
と
で
あ
る）17
（

」。

　

ヘ
ル
バ
ル
ト
は
、
個
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ヘ
ル
バ
ル
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
す
べ
て
の
も
の

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
（Individualität

）
に
よ
っ
て
多
く
の
同
じ
よ
う
な
種
類
の
他
の
も
の
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
他
の

も
の
と
区
別
さ
れ
る
特
徴
を
、
人
は
、
し
ば
し
ば
個
人
的
特
性
（individuelle Charakter

）
と
呼
ん
で
お
り
、
我
々
が
対
立

的
に
規
定
し
よ
う
と
欲
し
て
い
る
こ
の
二
つ
の
言
葉
は
、
一
般
の
言
語
使
用
で
は
こ
の
よ
う
に
混
同
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
演



68

劇
に
お
け
る
人
物
（Charakter

）
と
か
、
あ
る
い
は
子
ど
も
の
品
性
欠
如
（Charakterlosigkeit

）
な
ど
と
い
わ
れ
る
時
に
は
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
い
う
言
葉
は
、
前
の
使
い
方
と
は
別
の
ち
が
っ
た
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
、

直
ち
に
気
づ
く
こ
と
で
あ
る
。
単
な
る
個
性
だ
け
で
演
じ
ら
れ
る
劇
は
、
貧
弱
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
依
然
と
し
て
品
性
は

持
た
な
い
け
れ
ど
も
、
き
わ
め
て
顕
著
な
個
性
を
持
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
に
欠
け
て
い
る
も
の
、
劇
の
人
物
が
あ
ら
わ
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、
一
般
に
理
性
的
本
質
と
し
て
の
人
間
に
お
い
て
品
性
を
構
成
し
得
る
も
の
、
そ
れ
は
〔
意
志
〕
で
あ

る
。
そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
、
意
志
は
、
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
気
分
や
気
ま
ぐ
れ
な
要
求
と
は
き
わ
め
て
異
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ

な
ら
、
そ
れ
ら
は
〔
決
意
さ
れ
〕
な
い
が
、
し
か
し
意
志
は
決
意
さ
れ
る
。
こ
の
決
意
の
様
式
が
品
性
で
あ
る
。
意
欲
す
る
こ
と
、

決
意
す
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
意
識
に
お
い
て
生
ず
る
。
個
性
は
し
か
し
無
意
識
で
あ
る）18
（

」。
こ
こ
で
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
は
、
個
性

を
あ
る
個
別
的
な
も
の
を
他
の
個
別
的
な
も
の
か
ら
区
別
す
る
と
こ
ろ
の
独
自
性
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
演
劇
の
人
物

の
比
喩
に
あ
る
よ
う
に
、
理
性
的
人
間
で
あ
る
こ
と
、
理
性
的
人
間
の
品
性
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
の
方
が
個
性
を
持
っ
て
い
る

こ
と
よ
り
も
重
要
と
捉
え
て
い
る
。
個
性
を
有
し
、
品
性
を
持
た
な
い
こ
と
の
人
間
と
し
て
の
貧
弱
さ
が
提
示
さ
れ
、
意
志
に
よ

る
決
意
の
様
式
と
し
て
の
品
性
の
陶
冶
が
子
ど
も
に
と
っ
て
最
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

　

品
性
と
理
性
的
人
間
が
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
目
に
は
、
品
性
の
本
質
で
あ
る
決
意
の
意
識
性
は
個
性

の
無
意
識
性
と
対
立
す
る
も
の
と
映
る
。
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
次
の
言
葉
が
そ
の
対
立
的
理
解
の
内
実
を
示
し
て
い
る
。「
品
性
は
要

す
る
に
、
殆
ん
ど
不
可
避
的
に
闘
争
に
よ
っ
て
個
性
に
対
立
し
て
表
現
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
品
性
は
、
単
一
で
あ
り
持
続
的
で

あ
る
が
、
個
性
は
、
そ
の
根
底
か
ら
常
に
他
の
新
し
い
思
い
つ
き
や
要
求
を
発
す
る
。
た
と
え
そ
の
能
動
性
が
克
服
さ
れ
よ
う
と

個
性
は
、
な
お
そ
の
多
様
な
受
動
性
と
感
受
性
に
よ
っ
て
決
意
の
実
行
を
弱
め
る）19
（

」。
品
性
、
す
な
わ
ち
、
決
意
す
る
意
志
は
強
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固
で
あ
り
、
首
尾
一
貫
に
持
続
的
安
定
性
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
個
性
は
考
え
や
思
い
つ
き
と
い
う
能
動
性
に
お
い
て

も
外
界
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
影
響
を
受
け
る
受
動
性
に
お
い
て
も
一
貫
せ
ず
、
切
な
的
で
あ
り
、
決
意
す
る
意
志
の
強
固
さ
を
弱
め

る
働
き
を
す
る
。
ヘ
ル
バ
ル
ト
は
こ
の
よ
う
考
え
る
の
で
あ
る
。
次
の
引
用
は
そ
う
し
た
考
え
方
の
表
明
と
言
え
る
。「
品
性
ゆ

た
か
な
人
間
と
は
、
・
・
・
刻
々
に
も
た
ら
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
感
情
を
う
け
入
れ
る
よ
う
な
ど
と
は
欲
し
な
い
し
、
あ
る
い
は
、

自
分
に
ま
と
わ
り
つ
き
好
ま
し
く
思
わ
れ
る
す
べ
て
の
も
の
に
い
つ
ま
で
も
か
か
っ
た
り
、
す
べ
て
の
む
ら
気
と
い
う
果
実
が
そ

こ
か
ら
せ
い
ち
ょ
う
す
る
よ
う
な
樹
木
で
あ
ろ
う
な
ど
と
は
欲
し
な
い）20
（

」。

　

ヘ
ル
バ
ル
ト
に
言
わ
せ
る
な
ら
ば
、
教
育
者
と
は
「
品
性
陶
冶
を
問
題
と
し
て
い
る
教
育
者
」
な
の
で
あ
る）21
（

。「
品
性
」
で
最

も
重
要
な
の
は
「
強
固
な
道
徳
的
品
性
」（
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ヘ
ル
バ
ル
ト
は
「
一
般
教
育
学
」
の
第
三
部
で
集
中
的
に
論
及

し
て
い
る）22
（

）
で
あ
り
、
こ
の
道
徳
的
品
性
の
陶
冶
こ
そ
が
教
育
目
的
と
さ
れ
る
。
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
広
く
関
心
を
持
ち
、

知
識
を
求
め
て
、
正
し
い
知
識
を
通
し
て
思
慮
深
く
適
切
に
判
断
し
、
行
為
を
正
し
く
選
ぶ
、
決
意
す
る
意
志
の
陶
冶
が
、
品
性

陶
冶
の
内
実
で
あ
る
。
そ
の
際
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
個
性
に
つ
い
て
の
考
え
で
重
要
な
の
は
、
第
一
に
「
個
性
の
多
面
性
の
中
へ
の

融
合）23
（

」
で
あ
り
、
第
二
に
「
道
徳
律
に
従
順
に
従
う
個
性）24
（

」
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
第
一
の
「
個
性
の
多
面
性
の
中
へ
の
融
合
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
個
性
と
多
面
性
の
関
係
に
つ
い
て
、
ヘ
ル
バ
ル
ト

は
次
の
よ
う
に
語
る
。「
我
々
は
、
個
性
は
、
多
面
性
と
矛
盾
す
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
も
し
個
性
が
均
等

な
多
面
的
興
味
を
承
認
し
よ
う
と
し
な
い
な
ら
、
多
面
性
の
名
に
お
い
て
個
性
に
対
し
て
宣
戦
を
布
告
す
る
こ
と
を
十
分
に
考
え

て
い
る
。
・
・
・
個
性
と
い
う
も
の
は
多
で
あ
る
が
、
多
面
性
と
い
う
イ
デ
ー
は
た
だ
一
で
あ
る
。
前
者
は
全
体
に
お
け
る
部
分

の
よ
う
に
後
者
の
中
に
全
く
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
部
分
は
、
全
体
に
お
い
て
測
定
さ
れ
得
る
し
、
ま
た
全
体
に
ま
で
拡
大
さ
れ
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得
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
こ
で
は
教
育
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る）25
（

」。
個
性
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
多
面
性
と
い
う
理
念

は
一
つ
で
あ
り
、
教
育
は
こ
の
一
つ
の
理
念
が
あ
ら
ゆ
る
個
性
を
包
摂
す
る
よ
う
に
営
ま
れ
る
べ
き
と
さ
れ
る
。
個
性
は
生
活
の

あ
る
部
分
に
お
い
て
強
み
を
発
揮
す
る
が
、
生
活
全
体
の
一
面
に
す
ぎ
な
い
。
生
活
全
体
へ
の
関
心
と
そ
れ
に
基
づ
く
知
識
や
思

慮
に
支
え
ら
れ
て
こ
そ
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
必
要
と
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
決
意
の
様
式
と
し
て
の
道
徳
的
品
性
は
豊
か

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
っ
て
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
は
続
け
て
言
う
。「
教
育
者
の
仕
事
は
、
輪
郭
、
均
衡
、
形
態
を
変
え

る
こ
と
な
し
に
量
を
増
大
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
仕
事
は
、
個
体
と
と
も
に
企
て
ら
れ
て
、
常
に
こ
の
個
体
の
輪
郭

を
変
え
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
不
規
則
に
角
ば
っ
た
個
体
に
お
い
て
、
角
数
を
増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
第
に
一
定
の
中
心

点
か
ら
球
が
発
生
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
球
は
、
極
端
に
突
出
し
て
い
る
部
分
を
完
全
に
包
む
こ
と
は
決
し

て
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
突
出
て
い
る
部
分
、
い
い
か
え
れ
ば
、
個
性
の
強
い
部
分
は
そ
れ
が
品
性
を
堕
落
さ
せ
な
い
限
り
存
続

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
突
出
し
て
い
る
部
分
に
よ
っ
て
、
輪
郭
は
す
べ
て
い
ろ
い
ろ
な
形
態
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
。
・
・
・
し
か
し
、
精
神
的
生
活
の
準
備
を
直
接
に
決
定
す
る
も
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
む
か
っ
て
ひ
と
し
く
拡
大

さ
れ
た
興
味
の
着
実
な
内
容
で
あ
る
。
こ
の
こ
の
は
、
精
神
的
生
活
が
一
本
の
糸
に
よ
り
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
あ

る
運
命
の
一
撃
に
よ
っ
て
破
滅
さ
れ
る
も
の
で
も
な
く
、
単
に
境
遇
に
よ
っ
て
の
み
変
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
、
道
徳
的
な
生
活
プ
ラ
ン
は
、
境
遇
に
し
た
が
っ
て
方
向
づ
け
ら
れ
る
か
ら
、
多
面
的
陶
冶
は
、
き
わ
め
て
容
易
に
ま
た
楽

し
み
を
も
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
仕
事
の
仕
事
や
生
活
様
式
を
そ
の
つ
ど
最
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
す
め

て
い
く
の
に
役
立
つ
。
個
性
が
、
よ
り
一
層
多
面
性
の
中
へ
融
合
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
程
、
品
性
は
、
ま
す
ま
す
容
易
に
個
体
に
お

け
る
そ
の
支
配
権
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
る）26
（

」。
比
喩
的
に
、
球
が
人
間
の
精
神
と
し
て
、
個
性
が
球
体
の
突
出
し
て
い
る
部
分
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と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
人
間
の
精
神
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
境
遇
に
備
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
仕
事
や
生
活
様
式
に
対
応
し
て
道
徳
的

な
生
活
を
し
て
い
け
る
た
め
に
は
、
球
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
が
ひ
と
し
く
拡
大
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
精
神
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
面
に
興
味
が
も
て
る
よ
う
に
、
精
神
の
あ
ら
ゆ
る
面
が
教
育
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ヘ
ル
バ

ル
ト
の
教
育
論
で
い
う
と
こ
ろ
の
、
認
識
へ
の
働
き
か
け
、
す
な
わ
ち
、
思
想
界
の
陶
冶
と
し
て
の
「
教
授
」
の
役
割
と
な
る）27
（

。

ヘ
ル
バ
ル
ト
に
従
え
ば
、
教
授
を
通
し
て
「
個
性
は
拡
大
さ
れ
た
興
味
に
よ
っ
て
始
め
て
変
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で

あ
る）28
（

。

　

次
に
、
第
二
の
「
道
徳
律
に
従
順
に
従
う
個
性
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
教
育
論
で
は
、
思
想
界
の
陶
冶
と
し
て

の
教
授
に
よ
っ
て
意
志
の
根
源
が
構
成
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
教
授
は
（
道
徳
的
）
意
志
に
間
接
的
に
働
き
か
け
を
行
う
こ
と

に
な
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
心
情
や
意
志
に
直
接
的
働
き
か
け
を
行
う
の
が
訓
練
で
あ
る
。
訓
練
に
つ
い
て
ヘ
ル
バ
ル
ト
は
言

う
。「
品
性
が
、
道
徳
的
方
向
を
と
る
た
め
に
は
、
個
性
は
、
状
況
に
応
じ
て
そ
れ
に
逆
ら
っ
た
り
受
け
入
れ
た
り
す
る
が
大
抵

は
ほ
と
ん
ど
そ
れ
に
感
知
さ
れ
得
な
い
よ
う
な
い
わ
ば
流
動
的
な
活
動
領
域
の
中
に
、
ひ
た
さ
れ
て
お
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
活
動
領
域
は
〔
訓
練
〕
で
あ
る）29
（

」。
個
性
が
道
徳
的
方
向
を
と
る
こ
と
に
対
し
て
プ
ラ
ス
に
も
マ
イ
ナ
ス
に
も
作
用
し
な
い

よ
う
に
、
つ
ま
り
、
影
響
力
が
な
い
よ
う
に
保
た
れ
る
よ
う
に
す
る
の
が
、
訓
練
の
役
割
と
さ
れ
る
。
個
性
は
、
す
で
に
見
た
通

り
、
興
味
の
多
面
性
に
反
し
て
一
面
的
で
あ
る
と
同
時
に
一
貫
せ
ず
切
な
的
、
恣
意
的
で
不
安
定
な
面
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
う

し
た
面
が
、
強
固
な
道
徳
的
意
志
、
決
意
を
揺
る
が
さ
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
肝
要
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

以
上
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
に
お
い
て
、
個
別
的
な
も
の
の
独
自
性
と
し
て
の
個
性
は
、
強
固
な
道
徳
的
品
性
陶
冶
と
い
う
教
育
目
的

を
前
に
し
て
、
む
し
ろ
、
道
徳
的
品
性
が
豊
か
に
な
る
た
め
に
、
個
性
の
一
面
性
は
、
多
面
性
の
中
に
融
合
さ
れ
、
ま
た
、
個
性
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の
一
様
で
は
な
い
恣
意
的
影
響
力
は
無
力
化
さ
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
言
っ
て
よ
い
。

ま
と
め

　

デ
ィ
ー
ス
タ
ー
ヴ
ェ
ー
ク
、
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
教
育
思
想
に
み
る
個
性
に
つ
い
て
の
考
え
で
は
、
個
性
が
人
間

（
デ
ィ
ー
ス
タ
ー
ヴ
ェ
ー
ク
）、
人
格
（
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
）、
個
別
的
な
も
の
（
ヘ
ル
バ
ル
ト
）
の
自
然
的
独
自
性
（
デ
ィ
ー
ス
タ
ー

ヴ
ェ
ー
ク
、
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
）、
独
自
性
（
ヘ
ル
バ
ル
ト
）
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
使
用
さ
れ
る
用
語
に
違
い
が
あ
る
が
、
個
別
の

（
個
人
の
）
独
自
性
と
し
て
の
理
解
に
お
い
て
は
共
通
性
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
共
通
性
が
顕
著
な
の
は
、
個
性
と
い
う
個
別
の

（
個
人
の
）
独
自
性
は
、
教
育
目
的
お
よ
び
教
育
方
法
に
お
い
て
積
極
的
な
扱
い
が
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
デ
ィ
ー
ス

タ
ー
ヴ
ェ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
真
・
美
・
善
に
奉
仕
す
る
自
己
活
動
を
体
現
す
る
個
別
を
超
え
た
教
育
理
念
が
主
要
な
関
心
事
と

な
り
、
独
自
性
と
し
て
の
個
性
の
意
義
は
そ
の
中
で
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
に
お
い
て
は
、
超
自
然
的

な
神
と
人
間
の
意
志
の
関
係
性
が
主
要
な
関
心
事
と
な
り
、
自
然
的
独
自
性
と
し
て
の
個
性
は
、
こ
の
関
係
性
に
従
属
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
の
み
意
義
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ヘ
ル
バ
ル
ト
に
お
い
て
は
、
道
徳
的
品
性
の
陶
冶
が
主
要
な
関
心
事
と
な
り
、
独
自

性
と
し
て
の
個
性
は
、
む
し
ろ
、
道
徳
的
品
性
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
変
化
、
無
力
化
が
図
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
う
し
て
み
て
み
る
と
、
一
九
世
紀
前
半
に
活
躍
し
た
当
時
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
三
人
の
教
育
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
教
員
養
成
、

キ
リ
ス
ト
教
会
の
教
育
、
教
育
学
の
体
系
化
と
力
を
発
揮
す
る
主
領
域
こ
そ
違
え
、
教
育
的
文
脈
に
お
け
る
個
性
に
つ
い
て
の
考
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え
方
に
お
い
て
、
普
遍
的
価
値
が
与
え
ら
れ
る
の
は
品
性
の
陶
冶
で
あ
り
、
決
し
て
個
性
の
伸
長
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
、

共
通
し
て
い
た
、
と
言
え
る
。

　

な
お
、
そ
れ
が
外
在
的
要
因
に
よ
る
も
の
（
た
と
え
ば
、
時
代
思
潮
か
ら
の
影
響
）
な
の
か
、
た
ま
た
ま
の
一
致
な
の
か
、
に

つ
い
て
の
考
察
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註
　

略
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、
以
下
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。
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